
42 畜産生産性向上等緊急支援対策

＜対策のポイント＞
持続的かつ収益力の高い畜産経営への移行を図るため、長命連産性に重きを置いた乳用牛群構成の転換や適切な飼養管理の普及促進の取組等を支

援するとともに、生産性の向上に資する獣医師の技術の提供に必要な機器の整備や技術の普及を図る取組を支援します。

＜事業目標＞
○ 生乳生産基盤の確保（728万t［平成30年度］ →780万t［令和12年度まで］） 
○ 牛の死亡廃用事故率の減少（4.8％［令和４年度］ →4.6％［令和11年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．乳用牛長命連産性等向上緊急支援事業                          5,000百万円
① 長命連産性の能力の高い乳用種雄牛の交配推進支援

長命連産性の能力の高い乳用種雄牛の精液又は受精卵等を利用する取組に対
し、奨励金を交付します。

② 乳用牛の飼養管理技術の向上に対する支援
長命連産性の向上に資する飼養管理技術の普及促進に向け、パンフレットや動
画等の作成・配布及び研修会の開催等の理解醸成を図る取組を支援します。

２．畜産生産性向上技術提供体制構築事業                             115百万円
① 畜産生産性向上技術提供体制構築事業

畜産経営の生産性を向上する獣医師の技術の提供に必要な機器の整備や技術
の普及を図る取組を支援します。

② 畜産生産性向上技術提供体制構築推進事業
２①の事業の円滑な推進を図るための会議の開催、現地調査、推進指導等を支
援します。

３．持続可能な畜産経営に向けた家畜改良等対策                 1,267百万円
家畜改良センターの家畜改良施設を整備します。

＜事業の流れ＞

国
民間団体

生産者団体等 （１①、２の事業）

（１②の事業）

［お問い合わせ先］（１、３の事業）畜産局畜産振興課（03-6744-2587）
（２の事業）  経営局保険監理官（03-3501-3709）

【令和６年度補正予算額 6,382百万円】

定額

独立行政法人家畜改良センター
交付（定額）

（３の事業）

１．乳用牛長命連産性等向上緊急支援事業

２．畜産生産性向上技術提供体制構築事業

対象 奨励金単価

長命連産性能力の高い種雄牛由来の精液等 6,000円以内/回

特に長命連産性能力の高い種雄牛由来の精液等 9,000円以内/回
※人工授精等を行う乳用牛１頭につき、対象精液等の利用は２回まで

長命連産性の能力の高い
乳用種雄牛の交配推進 × 能力を最大限発揮する

飼養管理技術の向上

牛群の
長命連産性が向上

搾乳可能年数の延長 等

定額、
1/2以内

○ 整備する機器の例      ○ 技術の普及を図る取組
＜生体検査機器＞ ＜検体検査機器＞ ＜繁殖用機器＞

 超音波装置  血液検査機器 採卵用機器
技術普及説明会の開催
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